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               審   査   の   要   旨 
本研究は、中国内蒙古自治区の草原退化の問題に関して、反すう家畜の飼料としての草原植物の栄養
学的な改善による利用効率向上を通じて草原負荷を軽減する観点から、検討を加えたものである。まず、
内蒙古草原の放牧ヒツジにおける採食草種の栄養価・消化率および第1胃内微生物量の季節変動を調べ、
冬期間には草の可溶性エネルギー・タンパク質が欠乏しており、第1胃内の主要微生物が減少することを
示した。次に、冬期間の放牧ヒツジに可溶性エネルギーとして糖蜜を、可溶性タンパク質源として尿素
添加剤を与えることを試み、体重、ルーメン内バクテリア、ルーメン内プロトゾア数およびルーメン液
アンモニア濃度の増加などの効果が得られることを示した。これらの研究成果は、冬期間に不足する可
溶性エネルギー・タンパク質添加剤を放牧家畜に補給することにより生産量あたりの放牧負荷が軽減さ
れることを示しており、退化草原における今後の家畜の放牧管理法改善に大きな影響を与え得る研究成
果として評価される。 
平成29年 1月25日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委
員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
